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ワークフロー テンプレートの自動化

Prinergy Evo のワーク フ ロー テンプレー ト  エデ ィ タは、 ワーク フ ローの段階

と コ ン ト ロール ステ ッ プを組み合わせてワーク フ ローを定義する、 高性能の

新しいツールです。 ワーク フ ローおよびコ ン ト ロールの各ス テ ッ プは、 順に

続けて行 う こ と も並行し て行 う こ と も で き ます。 コ ン ト ロール ス テ ッ プは、

ワー ク フ ローに沿って処理する入力フ ァ イルを グループ と し て処理し た り 、

保留に し て処理を待機する ための も のです。 ワー ク フ ローを作成 し てお く

と 、 複数の ワー ク フ ロ ーを同時にア ク テ ィ ブにする こ と がで き ます。 入力

フ ァ イルの処理準備が整った ら ア ク テ ィ ブな ワーク フ ローに追加し、 面付け

やプルーフ作成な どの以降の段階に備えて保留に し た り 、 コ ン ト ロール ス

テ ッ プで保留する こ と ができ ます。

新し く 搭載された ワーク フ ロー ウ ィ ン ド ウで、 容易に処理ステータ ス を確認

し、 入出力フ ァ イ ルの状態を追跡で き る ため、 生産性が向上し ます。 ま た、

PDF フ ァ イルや Virtual Proofing System フ ァ イルを直接開 く こ と ができ、最初

にフ ァ イル フ ォルダに移動する必要はあ り ません。

ワーク フ ロー テンプレー ト の自動化によ って、 プ リ プレ ス部門の処理の自動

化を さ ら に進め る こ と がで き ます。 ワー ク フ ロー テンプレー ト を使用する

と 、 手動によ る操作が減 り 、 エ ラーが削減され、 処理効率が向上する こ と に

よ って安定し た処理工程を実現でき ます。

動的なプロセス テンプレートの設定

[ プロセスの開始 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スにあ る新しい [ 設定 ] ボタ ンを使用す

る と 、 処理の実行直前に、 ス ク リ ーニングなどのプロセス テンプレー ト の設

定を変更でき ます。 変更は一時的で、 処理し よ う と する フ ァ イルに対し ての

み行われます。 これによ り 、 新し く プロセス テンプレー ト を作成せずに、 処

理方法を柔軟に変更する こ と ができ ます。 

見開きを各ページに分割するコントロールの追加

こ の新しいオプシ ョ ンで、 [PDF に リ フ ァ イ ン ] プロセス中に、 見開きページ

の検出 と 単ページの見開き への分割を自動的に行い ます。 見開き の分割に

よ って、 面付けの作成時に、 ページ ジオ メ ト リ やオフセ ッ ト など、 ページを

個別に処理する こ と ができ ます。 これを [ 面付けの作成 ] 機能 と 組み合わせ、

面付け作成を自動化する と 特に便利です。

PDF の比較およびマージ

校了し た レ イ ア ウ ト  フ ァ イル と 最終出力用のフ ァ イル と の差異が生じ ない

よ う にするには、 PDF Compare と  PDF Merge を使用し、 2 つのフ ァ イルを比

較し て元のフ ァ イルからの変更内容を抽出し ます。 こ こ で抽出される項目は、

ト ラ ッ プ、 ス ク リ ーニング、 オーバープ リ ン ト などの設定情報です。 抽出し

たすべての設定を変更された最終出力用フ ァ イルにマージ し ます。 これによ

り 、 レ イ ア ウ ト  フ ァ イル と プロ ダ ク シ ョ ン マス ター フ ァ イルの両フ ァ イル

が常に最新の状態に保たれます。
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PDF Compare および PDF Merge は Adobe Acrobat 用の Creo プラ グ イ ンであ り 、

使用にあたっては別途ラ イセン スが必要です。

ページ マークおよびシート マークをキャリブレーションなしの状態にする設定項目の追加

プロセス テンプレー ト  エデ ィ タに、 ページ マークやシー ト  マーク を、 プレー ト

コ ンテン ツのキ ャ リ ブレーシ ョ ンでキ ャ リ ブレーシ ョ ン カーブが選択されてい

て も、 キ ャ リ ブレーシ ョ ンな し の状態にするチェ ッ ク ボ ッ ク スが追加さ れま し

た。

Veris および Integris プルーファへの対応に関するアップデート

Veris プルーフ ァ に対するサポー ト が変更され、 Veris と  Integris の両方のプルー

フ ァ に対応する よ う にな り 、 CX プルーフ ァ と 呼ばれる よ う にな り ま し た。

ID 指定によるプレートの再作成

「再作成用に保存」 し た ［面付けの出力］ プ ロ セスでは、 プレー ト ご と に固有の

ID （可変マーク） が書き込まれます。 プレー ト が破損し た場合、 固有のプレー ト

ID を ［ID 別に色版を再作成］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スに入力し、 ［再作成］ を ク リ ッ

ク し て、 簡単にプレー ト を再作成でき ます。

設定可能な PrintLink
PrintLink の設定機能を使 う と 、 PrintLink PPF フ ァ イル内の CIP3 タ グをカス タマ

イ ズでき ます。 このオプシ ョ ンは Prinergy Evo のカ ス タ ム フ ァ イル命名則に基づ

いています。 PrintLink では、 内部 CIP タ グに対し てカ ス タ ム命名変数を使用でき

る よ う にな り ま し た。 外部名に対し て有効な Prinergy Evo 変数はすべて、 CIP タ

グに対し て も有効にな り ます。 こ の機能によ って、 大規模なプレ ス イ ン ターフ ェ

イ ス を さ らに柔軟に制御でき る よ う にな り ま し た。

PostScript の出力

PostScript 入力フ ァ イルの RIP 処理を直接サポー ト し ます。 事前にフ ァ イルの リ

フ ァ イ ンを追加する必要はあ り ません。 こ の機能は、 すべての出力設定で有効で

す。 Prinergy Evo は主に PDF を処理する ためのワーク フ ロー ツールであ り 、ベク

ター カ ラー マネジ メ ン ト や ト ラ ッ ピングなどの機能のほ と んどは、 PostScript か

ら PDF に リ フ ァ イ ン し てか ら でない と 使用でき ません。 ［PostScript の出力］ を

使用する こ と によ り 、従来の PostScript ワーク フ ローから PDF ワーク フ ローにス

ムーズに移行でき る よ う にな り ま し た。

出力プロセス テンプレート名について

［PDF の出力］ や ［面付けの出力］ などのプロセス テンプレー ト の名前は、「PDF」

や 「面付け」 が入力フ ァ イルの種類であ り 、 作成される フ ァ イルの種類ではあ り

ません。

接続クライアントを一覧表示するダイアログ ボックスの追加

Prinergy Evo ク ラ イ アン ト の ［システム接続の詳細］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スに、 す

べての接続ク ラ イ アン ト のユーザー名やコ ンピ ュータ名が一覧表示される よ う に

な り ま し た。
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デジタル印刷

ホ ッ ト  フ ォルダを使用し て、 JDF コ ン ト ロール フ ァ イル と  PDF フ ァ イルを JDF

対応デジ タル印刷デバイ ス （Xerox Docucolor with Spire DFE など） に送る、 デジ

タル印刷機能が追加されま し た。 Prinergy Evo をデジ タル印刷に使用する こ と に

よ り 、 Prinergy Evo のネ イ テ ィ ブ PDF サポー ト 、 自動化、 管理の効率を活用し、

ジ ョ ブを構成し てデジ タル プ リ ン タに送信でき ます。 Prinergy Evo の中綴じ小冊

子機能を使用する と 、 単ページや面付けを送信でき ます。 JDF コ ン ト ロール フ ァ

イルによ って、 部数、 用紙選択、 背標、 面付け型式など、 デジ タル印刷の設定を

行 う こ と ができ ます。
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